
理
事
会
報
告

十
月
二
十
八
日
（
水
）
に
浦
和

県
連
事
務
所
に
於
い
て
第
七
回

理
事
会
を
十
四
名
出
席
で
行
い

ま
し
た
。

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定

【
全
国
連
盟
活
動
】

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
一
日

第
九
回
全
国
救
助
隊
交
流
集

会
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
保
護

集
会

◇
十
月
一
日

新
メ
デ
ィ
ア
戦

略
首
都
圏
・
石
川
特
別
実
証
区

第
四
回
懇
談
会

議

題

１

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
労
山
新
総
合
戦
略
改
訂
と
新

メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
役
割
」

２

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
討
議
と

合
意

３

動
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実

験
と
意
見
交
換

４

そ
の
他
・
ナ
マ
ス
テ
５

号
・
ろ
う
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
特
別

実
証
区
版
発
行
に
つ
い
て

【
県
連
全
体
活
動
】

事
故
一
報
二
件

【
事
務
局
】

十

月

十

六

日

三

役

会

議

安
全
登
山
講
演
会
、
参
加
要
請

文
に
つ
い
て

山
と
渓
谷
社
『
山
の
便
利
帳
』

記
載
県
連
連
絡
先
リ
ス
ト
の
追

記カ
レ
ン
ダ
ー
注
文
集
計
残
９
部

十
月
末
現
在
の
組
織
数
調
査

埼
玉
県
連
各
会
へ
十
月
末
ま
で

の
組
織
調
査
書
を
配
布
。

所
沢
防
衛
医
大
の
登
山
団
体
へ

労
山
加
盟
の
詳
細
連
絡
済
み
。

【
財

政
】

後
期
連
盟
費
未
納

三
団
体

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

掲
載

〇
九
年
全
国
自
然
保
護

担
当
者
会
議
実
施
要
綱

第
八
回
全
国
救
助
隊
交
流
集
会

実
施
の
お
知
ら
せ

第
二
十
一
回
全
国
海
外
登
山
集

会
の
お
知
ら
せ

委
員
会
リ
ス
ト
に
遭
難
防
止
・

安
全
教
育
委
員
会
を
開
設
。
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書
を
添
付
。

【
女

性
】

一
月
二
十
三
～
二
十
四
日

東

日
本
女
性
集
会
（
高
尾
）
宿
泊
・

単
日
と
も
盛
況
の
為
締
め
切
り
。

次
回
委
員
会1

1
/
1
6

三
月
第
一
週
講
習
会
‐
開
催
の

予
定

【
自
然
保
護
】

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
一
日

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
保
護
担
当

者
会
議
（
山
梨
）
「
ヒ
ト
・
動

物
・
自
然
と
の
共
生
を
求
め
て
」

1
1
/
1
4

～1
5

全
国
自
然
保
護

担
当
者
会
議

【
救
助
隊
】

1
0
/
2
6

埼
玉
県
労
働
会
館
（
北

浦
和
）
に
て
二
月
深
雪
合
同
訓

練
打
合
せ
―
土
合
山
の
家
周
辺

1
1
/
1
5

岩
場
の
搬
出
訓
練

（
女
ヶ
岩-

都
幾
川
）

【
登
山
学
校
】

岩
登
り
：1

0
/
3

机
上

参
加

二
十
二
名

1
0
/
4

実
技
：
日

和
田
山

参
加
二
十
三
名

天
気
の
見
方
：1
1
/
7

机
上

1
1
/
8

実
技
：
赤
城
・
鈴
ヶ
岳

【
岩
ネ
ッ
ト
】1

1
/
1

広
沢
寺

（
丹
沢
）
５
名
参
加
予
定

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】

Ｈ
Ｐ
に
募
集
実
施
要
綱
を
掲
載
。

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
報
告

西
部
＝1

1
/
1
5

交
流
集
会
（
丸

山
）
鍋
交
流

南
部
＝1

0
/
2
5

古
賀
志
山
他
交

流
バ
ス
ハ
イ
ク
（2

8

名
参
加
）

中

部

＝1
1
/
1
5

読

図

山

行

1
1
/
1
1

会
議
で
詳
細
決
定

議

題

１
、
安
全
登
山
講
演
会

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

受
付
：
十
三
時
（
開
演
十
三
時

三
十
分
）

会
場
：
労
働
会
館

講
師
：
井
芹
全
国
連
盟
遭
難
対

策
部
長

参
加
費
：

五
百
円
（
百
二
十
名

予
定
）

役
割
分
担
等
の
決
定

２
、
遭
難
・
防
止
安
全
教
育
担

当
者
会
議

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日(

日)

受
付
：
九
時
（
開
始
九
時
三
十

分
）

会
場
：
労
働
会
館

議
題

＊
大
雪
山
系
ト
ム
ラ
ウ
シ
・
美

瑛
岳
遭
難
事
故
に
つ
い
て

＊
県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救
助

要
請
に
つ
い
て

＊
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
報
告

他
：
交
通
費
補
助
は
各
会
一
名

３
、
県
連
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
つ
い
て

○
警
察
・
消
防
等
の
捜
索
終
了

後
、
捜
索
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応

４
、
そ
の
他

県
連
規
約
改
正
・
三
役
互
選

第
二
回
評
議
会
開
催
（
労
働
会

館
・
北
浦
和
）1

/
3
1

1
3
:
0
0

～

救
助
隊
訓
練
報
告

十
月
十
八
日
（
日
）
の
澄
み
渡

っ
た
蒼
い
空
の
妙
義
山
塊
で
行

わ
れ
た
埼
玉
労
山
救
助
隊
の
訓

練
。

入
隊
し
て
六
ヶ
月
、
超
初
心
者

の
私
は
五
月
の
岩
登
り
訓
練
に

続
く
二
回
目
の
参
加
で
す
。

気
持
ち
が
昂
ぶ
り
、
一
睡
も
出

来
な
か
っ
た
（
嘘
で
す
）
眠
い

目
を
擦
り
な
が
ら
車
で
現
地
集

合
場
所
に
…
。

前
夜
か
ら
テ
ン
ト
に
泊
り
込
み
、

深
夜
ま
で
下
準
備
や
打
ち
合
わ

せ
に
余
念
の
な
か
っ
た
先
発
組

み
と
合
流
。

徳
重
隊
長
以
下
十
二
名
の
精
鋭

が
二
班
に
分
か
れ
、
早
速
準
備

に
取
り
掛
か
る
。

こ
の
日
の
為
に
大
枚
を
は
た
い

て
揃
え
た
道
具
を
身
に
つ
け
る

と
、
ど
う
や
ら
格
好
だ
け
は
ベ

テ
ラ
ン
風
に
な
っ
た
。
（
皆
、

ピ
カ
ピ
カ
な
の
で
恥
ず
か
し

い
！
）

徳
重
隊
長
か
ら
今
日
の
課
題
で

あ
る
「
滑
落
し
た
遭
難
者
の
捜

索
、
現
場
の
状
況
に
適
し
た
シ

ス
テ
ム
を
判
断
す
る
」
な
ど
諸

注
意
を
含
め
た
訓
示
を
受
け
た

後
、
隊
列
を
組
み
行
動
開
始
。

Ａ
Ｍ
九
時
、
群
馬
の
名
瀑
と
言

わ
れ
る
（
の
よ
う
な
気
が
す
る
）

麻
苧
の
滝
を
横
目
に
見
な
が
ら

登
山
道
を
歩
く
こ
と
十
五
分
、

目
的
地
に
到
着
。
す
ぐ
に
セ
ル

フ
ビ
レ
ー
を
装
着
し
て
作
業
開

始
。

立
ち
木
を
利
用
し
て
五
十
Ｍ
ほ

ど
ロ
ー
プ
を
下
げ
、
隊
員
が
懸

垂
下
降
で
遭
難
者
を
捜
索
し
な

が
ら
所
定
の
高
度
ま
で
降
り
、

着
い
た
と
こ
ろ
で
、
引
き
上
げ

る
。
こ
れ
を
全
員
で
交
代
し
な

が
ら
繰
り
返
す
。

カ
ラ
ビ
ナ
、
プ
ー
リ
ー
、
ス
リ

ン
グ
な
ど
の
器
具
を
使
い
、
三

分
の
一
と
い
う
省
力
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
引
っ
張
る
が
、
７

０
㎏
も
あ
る
と
ウ~

ン
、
さ
す

が
に
重
い
。
一
人
の
引
き
上
げ

に
約
十
五
分
。

狭
い
山
道
、
邪
魔
な
立
ち
木
、

滑
り
や
す
い
露
岩
や
足
場
が
悪

い
な
ど
の
状
況
で
、
限
ら
れ
た

小
道
具
を
使
用
し
て
の
作
業
を
、

場
所
を
換
え
、
道
具
を
換
え
て
、

繰
り
返
し
Ｐ
Ｍ
一
時
ま
で
。
あ

~

疲
れ
た
…
…
こ
れ
は
体
力
勝

負
だ
。

遅
い
昼
食
を
済
ま
せ
、
暫
し
休

憩
の
後
「
帰
り
の
交
通
事
情
を

考
慮
し
て
今
日
の
訓
練
は
コ
レ

マ
デ
」
と
い
う
隊
長
の
温
か
い

配
慮
に
、
思
わ
ず
ホ
ッ
と
し
て

道
具
を
急
ぎ
整
え
、
集
合
場
所

ま
で
下
山
を
開
始
す
る
。

帰
り
支
度
を
し
な
が
ら
考
え
た

の
は
、
今
ま
で
の
山
岳
遭
難
の

救
助
に
携
わ
っ
た
方
々
の
苦
労

は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
。

ま
た
、
慣
れ
な
い
道
具
の
扱
い
、

動
作
が
鈍
く
足
手
ま
と
い
に
な

る
か
な
？
と
心
配
し
な
が
ら
の

参
加
で
し
た
が
、
先
輩
諸
氏
の

指
導
を
頂
き
な
が
ら
学
ん
で
い

け
ば
、
少
し
は
お
役
に
立
て
る

か
な
～
～
な
ん
て
。 

山
岳
遭
難
の
多
発
す
る
昨
今
、

事
故
が
減
る
こ
と
、
無
く
な
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
「
今
日
の

訓
練
内
容
を
各
自
が
シ
ッ
カ
リ

と
整
理
し
、
今
後
の
活
動
に
生

か
す
よ
う
！
」
と
の
隊
長
の
言

葉
を
深
く
胸
に
刻
み
込
み
、
充

足
感
に
満
ち
た
気
持
ち
で
帰
路

に
つ
い
た
私
で
し
た
。 

Ｈ
・
Ｃ
上
里 

小
田
満
義 

記 

埼玉労山  
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全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会 

ハ
イ
ジ
Ａ
Ｐ
Ｃ 

赤
丸
正
男 

九
月
十
二
日
（
土
）
～
十
三

日
（
日
）
北
八
ガ
岳
・
唐
沢
鉱

泉
に
て
開
催
さ
れ
た
交
流
集
会

に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。 

 

報
告
の
前
に
登
山
と
ハ
イ
キ

ン
グ
の
私
な
り
の
定
義
と
し
て

ハ
イ
キ
ン
グ
と
は
道
が
あ
る
野

山
を
歩
く
こ
と
。
三
千
メ
ー
ト

ル
ク
ラ
ス
の
槍
・
穂
高
で
も
道

が
あ
る
の
で
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

道
が
無
い
と
こ
ろ
を
行
く
岩
登

り
や
沢
登
り
は
登
山
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
理
解
し
て
以
下

を
お
読
み
下
さ
い
。 

体
験
報
告
の
第
一
は
大
阪

府
連
組
織
部
の
浜
田
光
国
さ
ん

の
「
ハ
イ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の

取
り
組
み
」(

十
六
年
間
の
経
過

報
告
）
で
す
。 

 

浜
田
さ
ん
は
、
十
七
年
前
に 

組
織
部
担
当
の
常
任
理
事
を
引

き
受
け
て
い
ま
す
。
最
初
は
継

続
で
初
歩
セ
ミ
ナ
ー
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら

登
山
者
の
為
の
講
習
会
か
ら
ハ

イ
カ
ー
の
為
の
講
習
会
に
変
え

て
い
ま
す
（
一
九
九
四
年
）
。

一
般
者
対
象
で
あ
っ
た
が
以
前

か
ら
思
っ
て
い
た
若
年
層
の
組

織
拡
大
も
考
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
心
は
、

「
山
来
て
い
る
若
い
人
を
み
て
、

山
の
素
晴
ら
し
さ
、
ア
ル
プ
ス

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
あ
げ

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
か

っ
た
（
今
で
も
）
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
手
探
り
で
考

え
な
が
ら
十
六
年
間
や
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
間
セ
ミ
ナ
ー

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る

「
山
歩
き
の
素
晴
ら
し
さ
、
山

仲
間
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
素

晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
生
の
大
切

さ
）
」
を
組
織
に
所
属
し
て
い

な
い
自
然
愛
好
家
（
ハ
イ
カ
ー
）

に
伝
え
た
い
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

成
果
は
以
下
の
ご
と
く
で
す
。 

夏
山
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
は
初

期
七
千
円
、
現
在
は
一
万
六
千

円
。
受
講
者
数
の
平
均
は
三
十

三
名
、
そ
の
内
三
十
九
歳
以
下

は
二
十
名
で
す
。
受
講
生
全
体

の
平
均
年
齢
は
三
十
八
歳
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
、
連
盟
加
入

者
数
及
び
加
盟
率
二
十
三
名
七

十
七
％
と
い
う
高
率
で
す
。
冬

山
セ
ミ
ナ
ー
も
や
っ
て
お
り
、

受
講
者
は
一
般
参
加
二
十
一
名
、

全
体
で
二
十
五
名
で
す
。
一
般

者
の
内
三
十
九
歳
以
下
は
十
四

名
で
す
。
修
了
後
の
加
盟
者

数
・
率
は
十
八
名
八
十
三
％
の

こ
れ
も
高
い
。 

セ
ミ
ナ
ー
開
催
お
よ
び
連
盟
加

盟
の
成
功
要
因
は
若
者
に
照
準

を
合
わ
せ
た
Ｈ
Ｐ
作
り
・
暗
い

感
じ
の
労
山
事
務
所
を
避
け
て

公
の
明
る
い
会
合
場
所
の
斡

旋
・
等
等
、
今
の
若
者
の
気
風

に
合
わ
せ
た
募
集
・
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
中
心
で
山
の
会
創
立
の

手
助
け
等
な
ど
が
そ
れ
だ
と
思

い
ま
す
。 

第
二
報
告
は
、
九
州
は
福
岡

県
の
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
体

力
測
定
登
山
」
と
「
基
礎
体
力

測
定
」
で
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
も
う
十
年
に
な
り
ま
す
。

前
者
は
登
山
前
後
の
尿
検
査
と

登
山
中
連
続
心
拍
数
・
血
圧
測

定
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
平

均
参
加
者
数
は
四
十
五
名
で
す
。

後
者
は
ど
こ
で
も
行
わ
れ
る
上

体
起
こ
し
か
ら
目
新
し
い
と
こ

ろ
で
は
「
最
大
酸
素
摂
取
量
」

と
「
開
眼
上
向
き
片
足
立
ち
」

こ
れ
は
試
行
中
で
登
山
中｢

よ

そ
見｣

を
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
易
い
か
を
み
る
も
の
で
す
。 

 

第
三
報
告
は
遭
対
部
長
井
芹

氏
で
し
た
。
「
特
別
基
金
（
寄

付
型
保
険
）
の
加
入
」
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
、
私
も
す
ぐ
に

加
入
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

第
四
報
告
は
、
今
回
の
交
流

集
会
で
私
が
最
も
イ
ン
パ
ク
ト

を
受
け
た
北
海
道
ト
ム
ラ
ウ
シ

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
ト
ラ
ベ
ル
の
ツ

ア
ー
登
山
事
故
と
同
じ
日
、
同

じ
コ
ー
ス
を
歩
い
た
伊
豆
Ｈ
Ｃ

の
報
告
で
し
た
。 

伊
豆
Ｈ
Ｃ
は
二
カ
月
前
か
ら
準

備
に
入
り
数
度
の
打
ち
合
わ
せ

と
十
五
キ
ロ
以
上
の
ボ
ッ
カ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
憧
れ
の

北
の
山
を
目
指
し
た
。 

七
月
十
三
日
三
島
を
出
発

し
羽
田
、
旭
川
を
径
由
層
雲
峡

温
泉
に
入
る
。 

十
四
日
（
好
天
気
）
黒
岳
小
屋

に
入
る
。
管
理
人
か
ら
十
五
・

十
六
日
は
天
気
が
悪
い
と
い
う

情
報
を
貰
っ
た
（
こ
の
と
き
天

気
図
を
作
る
時
間
が
あ
っ
た
が

其
れ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
も
問

題
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
た
。 

十
五
日
黒
岳
小
屋
を
出
発
。
ひ

さ
ご
小
屋
着
（
二
階
へ
）
ア
ミ

ュ
ー
ズ
Ｇ
も
相
前
後
し
て
小
屋

に
入
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
ガ

イ
ド
四
人
。
客
十
五
人
。（
一
階

を
使
う
、
場
所
取
り
の
ガ
イ
ド

が
い
た
と
云
う
）
。 

十
六
日
。
出
発
予
定
日
。
出
発

４
時
半
予
定
を
天
候
様
子
見
で

小
屋
に
滞
留
。
こ
の
間
に
ツ
ア

ー
Ｇ
は
出
発
。（
小
屋
は
静
か
に

な
っ
た
）
こ
の
と
き 

伊
豆
Ｈ

Ｃ
に
は
ツ
ア
ー
Ｇ
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
有
っ
た

と
い
う
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｌ
は
百
名

山
踏
破
志
向
が
強
い
人
で
あ
っ

た
。
ま
た
十
六
日
は
国
民
宿
舎

の
予
約
も
し
て
お
り
、
十
九
日

に
は
、
フ
ラ
イ
ト
の
予
約
も
入

っ
て
い
た
。
Ｌ
と
Ｓ
Ｌ
と
の
間

に
軋
轢
が
有
っ
た
。
こ
う
し
た

条
件
に
Ｌ
は
停
滞
を
続
け
る
考

え
だ
っ
た
が
参
加
者
の
前
進
気

配
に
押
し
切
ら
れ
て
出
発
を
決

意
し
た
。（
こ
の
Ｌ
の
判
断
は
反

省
会
で
批
判
さ
れ
た
）
。
こ
う
し

て
伊
豆
Ｈ
Ｃ
も
出
発
。
す
ぐ
に

ツ
ア
ー
Ｇ
に
追
い
つ
い
た
。
こ

の
ツ
ア
ー
Ｇ
の
足
の
遅
さ
を
み

て
伊
豆
Ｈ
Ｃ
も
不
安
を
感
じ
た

と
云
う
。 

そ
の
う
ち
伊
豆
Ｈ
Ｃ
の
中
か
ら 

変
調
者
が
三
人
出
た
（
伊
豆
Ｈ

Ｃ
は
７
～
８
人
の
人
数
だ
っ

た
）
。
一
人
は
低
体
温
症
に
な
っ

て
お
り
危
険
で
あ
っ
た
。
着
替

え
さ
せ
、
ダ
ウ
ン
を
与
え
、
温

か
い
飲
み
物
を
与
え
、
荷
物
も

メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
し
て
持
ち
、

な
ん
と
か
下
山
に
成
功
し
た
。

以
上
が
報
告
の
内
容
で
し
た
。

す
べ
て
口
頭
の
み
に
よ
る
報
告

で
こ
の
記
は
私
の
聞
き
書
き
で

す
。
Ｓ
Ｌ
は
反
省
会
後
退
会
し

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。 

第
二
日
目
の
分
科
会
：
後
継

者
育
成
と
会
員
拡
大
に
は
三
十

六
名
参
加
。
会
員
拡
大
に
的
を

絞
り
参
加
者
の
経
験
を
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
。 

結
論
は
Ｈ
Ｐ
を
魅
力
あ
る

も
の
に
し
て
大
い
に
活
用
す
る
。

名
刺
渡
し
作
戦
、
公
開
ハ
イ
ク
、

魅
力
あ
る
山
の
会
に
す
る
こ
と

が
先
決
と
い
う
意
見
。
大
阪
の

若
い
人
の
発
言
は
若
い
人
の
ハ

イ
キ
ン
グ
志
向
・
勉
強
志
向
は

結
構
な
数
有
り
と
い
う
報
告
で

し
た
。
又
、
Ｈ
Ｐ
で
募
集
を
か

け
て
い
る
が
効
果
が
い
ま
い
ち

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。 

分
科
会
後
の
全
体
会
議
で
は

も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
「
安
全
登

山
」
の
報
告
が
あ
り
内
容
は
、「
教

育
の
標
準
化
」
が
今
後
の
課
題
で
、

労
山
で
は
来
年
予
定
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
講
師
を
招
き
講
演
し

て
い
た
だ
く
企
画
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
、
玄
関
前
で
記
念

写
真
を
撮
り
解
散
。 

今
回
、
私
の
交
流
集
会
参
加

目
的
の
も
う
一
つ
「
交
流
」
の

方
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。
沖
縄

の
方
と
は
沖
縄
名
物
・
風
土
・

名
所
等
を
話
し
、
名
刺
も
交
換

し
ま
し
た
。
金
沢
の
方
に
は
白

山
に
登
る
と
き
に
は
観
光
道
路

を
是
非
コ
ー
ス
に
入
れ
て
下
さ

い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
ま

し
た
。
帰
り
の
バ
ス
中
で
は
赤

旗
記
者
と
Ｈ
Ｐ
の
こ
と
、
兵
庫

県
の
方
と
は
マ
ッ
プ
ケ
ー
ス

（
百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
チ
ャ
ッ
ク

付
き
整
理
袋
の
利
用
）
の
こ
と
。

初
日
の
懇
親
会
で
「
山
の
娘
ロ

ザ
リ
ア
」
を
私
が
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
全
員
で
歌
っ
た
こ
と
、
又

自
ら
「
坊
が
つ
る
賛
歌
」
を
歌

い
、
こ
れ
も
全
員
で
和
し
た
こ

と
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
懐
か

し
く
よ
み
が
え
り
ま
す
。
次
回

も
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

『
コ
ス
モ
ス
が
空
の
青
さ
と
色

競
い
』 

 

俳
句
一
年
生
で
す
、
よ
ろ
し
く
。 
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労
山
五
十
周
年 

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ 

シ
ス
―
谷
女
性
登
山
隊 

感
動
の
三
つ
の
出
会
い 

 
 

新
座
山
の
会 

久
保
典
子 

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
で
感
動
の
三
つ
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
つ
目
は
、
運
動
生
理
学
と

の
出
会
い
。
高
山
病
も
、
科
学

に
基
づ
い
た
事
前
準
備
を
す
れ

ば
克
服
で
き
、
お
か
げ
で
、
今

回
高
山
病
知
ら
ず
で
過
ご
せ
ま

し
た
。 

二
つ
目
は
、
雄
大
な
自
然
と

花
に
出
会
い
、
未
知
の
高
度
世

界
を
体
験
。
そ
し
て
、
ブ
ル
ー

ポ
ピ
ー
に
感
動
。 

 

三
つ
目
は
、
素
晴
ら
し
い
仲

間
と
の
出
会
い
で
す
。
計
画
・

準
備
・
実
施
と
、
丸
ご
と
考
え
、

作
り
上
げ
て
い
く
醍
醐
味
を
感

じ
、
隊
全
員
で
成
功
し
た
時
の

喜
び
は
大
き
い
こ
と
も
学
ぶ
。 

「
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う

夢
と
憧
れ
を
、
知
恵
と
力
を
出

し
合
い
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま

で
引
き
下
げ
、
実
現
さ
せ
て
し

ま
う
と
い
う
、
労
山
女
性
委
員

会
の
組
織
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

森
田
志
津
江 

 

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
行
と
い

う
も
の
を
知
り
、
昨
年
の
十
二

月
の
説
明
会
に
行
き
、
た
だ
「
行

き
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
だ

け
で
何
も
考
え
ず
？
申
し
込
み

を
し
ま
し
た
。 

高
所
訓
練
の
た
め
二
度
の

富
士
登
山
は
し
た
も
の
の
、
労

山
事
務
所
で
の
数
回
の
講
習
会

（
高
山
病
の
予
防
、
高
所
で
の

行
動
の
仕
方
、
高
山
病
に
な
っ

た
ら
・
・
等
）
に
参
加
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
不
足
、
そ
し
て
高
山
病
、

海
外
の
山
に
対
す
る
知
識
の
無

さ
の
自
覚
、
そ
し
て
出
発
の
二

日
前
に
風
邪
を
引
き
発
熱
、
大

丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
と
緊
張
と

不
安
だ
ら
け
の
出
発
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
私
で
す
が
、
ロ
ー
タ
ン

パ
ス
を
越
え
、
初
め
て
見
る
ブ

ル
ー
ポ
ピ
ー
や
名
も
知
ら
ぬ
た

く
さ
ん
の
花
々
、
氷
河
を
抱
く

遠
く
の
山
を
見
な
が
ら
、
シ
ス

ー
村
に
移
動
、
そ
し
て
シ
ス
ー

谷
沿
い
に
ギ
ャ
バ
ン
・
ゴ
ー
を

目
指
し
て
本
当
に
ゆ
っ
く
り
ゆ

っ
く
り
歩
み
を
進
め
る
。
山
肌

は
草
原
状
を
な
し
、
イ
ブ
キ
ジ

ャ
コ
ウ
ソ
ウ
の
ピ
ン
ク
が
鮮
や

か
に
、
ま
た
ト
ウ
チ
ソ
ウ
の
仲

間
が
一
面
に
咲
き
風
に
揺
れ
、

そ
し
て
青
い
空
に
癒
さ
れ
た
登

山
で
し
た
。 

女
性
ば
か
り
十
一
人
の
賑

や
か
で
楽
し
く
充
実
し
た
非
日

常
の
日
々
だ
っ
た
の
で
、
高
山

病
に
も
な
ら
ず
、
心
配
し
た
風

邪
も
大
事
に
な
ら
な
か
っ
た
の

か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。 

他
の
方
の
日
々
の
訓
練
、
山

行
＆
山
岳
会
の
様
子
、
世
界
の

山
を
数
多
く
経
験
し
て
い
る
話

等
を
聞
き
、
初
心
者
の
私
は
皆

さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

い
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う
！
と

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は

準
備
万
端
、
自
信
を
持
っ
て
臨

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

        

              

贅
沢
な
山
旅 

わ
ら
び
山
の
会 

岩
崎 

さ
つ
き 

昨
年
の
Ｔ
Ｖ
「
世
界
不
思
議

発
見
」
で
見
た
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー

と
森
田
さ
ん
の
山
荘
に
憧
れ
、

軽
率
に
申
し
込
ん
だ
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
不

安
は
後
か
ら
湧
い
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

テ
ン
ト
泊
は
会
で
の
雪
上
体
験

の
一
泊
し
か
知
ら
ず
、
高
所
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
か
で
富
士
山
に

二
回
は
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
か
、
気
が
つ
け
ば
カ
レ
ー

は
好
き
で
は
な
い
し
…
。 

と
こ
ろ
が
三
七
〇
〇
ｍ
の
テ
ン

ト
場
は
日
本
の
小
屋
泊
り
以
上

に
快
適
！
？ 

ユ
ッ
タ
リ
二
人

の
ツ
イ
ン
部
屋
、
食
堂
テ
ン
ト

で
は
日
本
人
の
口
に
あ
う
よ
う

工
夫
さ
れ
た
、
デ
ザ
ー
ト
つ
き

の
お
食
事
。
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
に

は
ペ
ー
パ
ー
ま
で
備
え
つ
け
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

心
配
し
て
い
た
高
山
病
も
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
超
ユ
ッ
ク
リ

ペ
ー
ス
の
歩
行
の
お
か
げ
で
難

な
き
を
え
ま
し
た
。
ま
た
、
メ

ン
バ
ー
の
一
人
が
「
ス
ト
レ
ッ

チ
教
室
」
を
開
い
て
下
さ
り
、

筋
肉
痛
も
で
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
し
て
な
に
よ
り
贅
沢
な
こ
と

は
、
我
々
と
ス
タ
ッ
フ
と
馬
だ

け
で
静
か
な
山
々
を
借
り
切
っ

て
し
ま
っ
た
事
で
し
た
！ 

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ブ
ル
ー
空
の
下
、

ギ
ャ
バ
ン
ゴ
ー
や
マ
カ
ル
ベ
・

シ
カ
ル
ベ
の
勇
姿
、
氷
河
の
白
、

緑
の
草
原
に
点
在
す
る
馬
と
人
。

月
並
み
で
す
が
風
景
が
眼
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。 

天
気
と
人
々
に
恵
ま
れ
重

な
山
旅
で
し
た
。「
次
回
」
が
あ

れ
ば
、
四
五
〇
〇
ｍ
の
峠
を
越

え
氷
河
歩
き
も
し
て
み
た
い
。 

ど
う
ぞ
リ
ゾ
ー
ト
地
に
な
り
ま

せ
ん
よ
う
に
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□ 

                                   

□   第１５２号   ２００９年 １１月 ９日（月）発行                   埼  玉  労  山  （３）   

 

 

 

救助隊訓練予定 

 

11/15 岩場の搬出訓練（女ヶ岩-都幾川） 

2010 年 2 月 20 日(土)・21 日(日)関東ブロック救助隊深雪搬出訓練 

場  所：群馬県 谷川岳 土合周辺 

参 加 費：7,500 円（土合山の家・一泊二食付,交流会費を含む） 

21 日のみの参加は 500 円 （申込締め切り 11 月末日） 

 

訓練参加対象は救助隊員です。（詳細、

入隊等は埼玉労山救助隊事務局まで） 

 

埼玉県連からのお知らせ 

2010 年労山カレンダー残 9 部（お早めに） 

東日本女性集会（高尾）募集人員満員になりました 

安全講演会申し込みは11月 21日までにお願いします 

埼玉県連第 2 回評議会日時が変更になりました 

2010 年 1 月 31 日(日)埼玉県労働会館（北浦和） 

受付 13：00（開会 13：30）担当者は出席をお願いし

ます[欠席の場合は委任状提出をお願いします] 
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岩
登
り
講
習
を
受
け
て 

さ
い
た
ま
市 

坂
元
律
子 

机
上
で
は
、
基
礎
的
な
岩
登
り

の
知
識
と
、
い
く
つ
か
の
道
具

を
使
い
自
分
を
確
保
す
る
方
法

を
学
び
ま
し
た
。 

ス
リ
ン
グ
、
カ
ラ
ビ
ナ
を
簡
易

ハ
ー
ネ
ス
と
し
て
装
着
し
、
ロ

ー
プ
を
利
用
し
て
自
分
を
確
保

す
る
練
習
を
し
、
ま
た
、
ハ
ー

ネ
ス
を
履
い
た
と
き
の
ロ
ー
プ

の
結
び
方
も
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

時
間
に
限
り
も
あ
り
、
た
く
さ

ん
あ
る
技
術
の
う
ち
の
初
歩
に

あ
た
る
部
分
だ
と
思
い
ま
す
が
、

全
く
知
識
の
な
い
私
に
と
っ
て

は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
な
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。 

こ
こ
で
何
度
も
練
習
で
き
た
の

で
実
技
の
際
に
戸
惑
わ
ず
に
済

み
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
事
前

学
習
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

実
技
（
日
和
田
山
）
は
、
机
上

で
学
ん
だ
こ
と
の
復
習
と
実
践

で
し
た
。 

運
営
委
員
の
方
々
が
し
っ
か
り

見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
油

断
す
る
と
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う

の
は
自
分
な
の
で
、
多
少
緊
張

感
を
持
っ
て
体
験
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
男
岩
、
女
岩

と
両
方
挑
戦
し
、
思
っ
て
い
た

以
上
に
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

特
に
男
岩
に
登
る
際
、
基
本
姿

勢
・
体
重
移
動
の
仕
方
な
ど
を

教
わ
っ
た
は
ず
が
、
実
際
に
登

っ
て
み
る
と
、
次
に
手
や
足
を

か
け
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ

ず
、
蝉
の
よ
う
に
岩
に
貼
り
つ

い
た
ま
ま
動
け
な
く
な
り
途
方

に
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

登
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
難
し
い

の
に
、
上
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
ロ
ー
プ
を
操
る
確
保
側
は

も
っ
と
大
変
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
と
も
感
じ
ま
し
た
。 

途
中
二
度
ほ
ど
岩
か
ら
離
れ
て

し
ま
い
つ
つ
も
、
何
と
か
上
ま

で
登
れ
ま
し
た
が
、
達
成
感
よ

り
も
途
中
で
手
を
離
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
の
で

ま
た
挑
戦
し
た
い
で
す
。 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
バ
ッ
ク
カ
ン

ト
リ
ー
に
行
き
た
く
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
山
の
知
識
を
身
に

つ
け
る
べ
く
登
山
学
校
に
入
校

し
た
為
、
本
格
的
に
登
山
を
始

め
た
の
は
今
年
か
ら
で
す
。
岩

登
り
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。 

山
に
登
っ
て
い
る
と
岩
登
り
に

近
い
状
況
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
り
、
今
回
実
際
に
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実

し
た
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
場
所
が

あ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
有
難

い
こ
と
で
、
講
師
・
運
営
委
員

の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
今
後
も
引
き
続
き
事
故

の
な
い
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら

も
っ
と
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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＊

わ
ら
び
山
の
会 

 

近
藤
健
一 

十
三
期
に
引
き
続
き
の
参
加
で

す
。
昨
年
も
、
岩
登
り
で
投
稿

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
と
の
違

い
は
受
講
者
の
人
数
が
多
く
、

倍
ぐ
ら
い
い
ま
し
た
か
、
喜
ば

し
い
事
と
は
思
い
ま
す
が
・
・
・
。

運
営
委
員
の
方
の
苦
労
も
倍
増

し
た
と
思
い
ま
し
た
。 

昨
年

は
、
ボ
ル
ダ
ー
で
説
明
を
聞
き

受
講
者
の
五
人
が
実
技
体
験
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
岩
で

の
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て
、

全
員
が
ロ
ー
プ
ス
リ
ン
グ
を
使

い
実
技
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
男
岩
の
正
面
に
三
本
の

ロ
ー
プ
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、

ハ
ー
ネ
ス
を
装
着
し
て
、
代
わ

る
代
わ
る
実
技
訓
練
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
後
か
ら
西
面
に
も

一
本(

難
度
が
あ
る)

が
張
ら
れ

挑
戦
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
昨

年
は
気
合
い
も
入
っ
て
い
た
の

か
、
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
事
も

あ
り
、
女
岩
２
本
、
男
岩
３
本

の
ロ
ー
プ
に
各
二
回
、
西
面
一

回
、
計
九
回
実
技
訓
練
が
出
来

ま
し
た
が
今
年
は
ゲ
レ
ン
デ
の

混
雑
や
受
講
者
の
人
数
も
多
く
、

ボ
ル
ダ
ー
で
の
説
明
・
実
技
体

験
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
男

岩
・
女
岩
で
の
流
れ
は
イ
マ
イ

チ
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
中
で

の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

男
岩
・
女
岩
、
各
１

本
で
し
た
が
、
昨
年
は
が
む
し

ゃ
ら(

無
我
夢
中)

に
登
り
ま
し

た
。
心
身
と
も
に
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
数
が

少
な
く
て
も
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
・
足
の
運
び
な
ど
周
り
を
見

る
ゆ
と
り
は
出
来
ま
し
た
が
、

情
熱
に
欠
け
る
面
が
で
ま
し
た
。

『
何
故
だ
ろ
う
？
』
と
考
え
て

み
ま
し
た
。
ゲ
レ
ン
デ
の
混
雑
、

受
講
者
の
多
さ
も
あ
り
流
れ
に

乗
り
き
れ
な
か
っ
た
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、
一
番
の
欠
如
は
岩

に
対
す
る
取
り
組
む
姿
勢
が
後

ろ
向
き
で
あ
る
と
云
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
今
後
こ
の
姿

勢
や
気
持
ち
が
ど
う
変
化
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前
向
き

な
方
向
に
転
嫁
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

一
方
年
齢
等
を
考

え
る
と
技
術
的
進
歩
も
さ
ほ
ど

望
め
な
い
し
、
楽
し
く
あ
れ
ば

い
い
や
と
も
考
え
ま
す
。
今
回

は
登
る
数
は
少
な
か
っ
た
け
ど

皆
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ
と
に

満
足
し
て
い
ま
す
。
男
岩
で
、

テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
て
下
り
る

時
に
お
尻
を
二
回
つ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
足
の
運
び
が
遅
い

事
が
原
因
で
し
ょ
う
が
、
ロ
ー

プ
を
確
保
し
て
く
だ
さ
る
人
事

と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
関
係
も
あ

り
な
の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

軽
部
講
師
み
た
い
に
軽
や
か
に

下
り
た
い
と
も
夢
み
ま
す
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 
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□   第１５２号   ２００９年 １１ 月 ９日（月）発行                   埼  玉  労  山  （４） 

登山学校 

第 5 回岩登り 

≪安全登山講演会≫           主催 埼玉県勤労者山岳連盟 

テーマ 「労山の過去の事故から」 

「大雪山系遭難事故を考える」 

「これからの安全登山をめざして」 

講師 井芹 昌二氏 （全国連盟遭難対策部部長  埼玉県連救助隊顧問） 

日時 11 月 29 日（日） 

受付 13：00 開演 13：30～15：30（質疑応答含め 16：00 終了予定） 

会場 埼玉県労働会館（JR 北浦和駅 徒歩 3 分） 

定員 120 名（定員になり次第締め切り） 

受講料 \500（当日、会で人数分お支払いください） 

申込・問合せ先 埼玉勤労者山岳連盟事務局長 木阪康弘�/FAX0480-33-7895 

✉kisaka-k.7@tbb.t-com.ne.jp   会単位で FAX 又はメールで申し込み下さい。 

第 2 次募集締め切り 11 月 21 日（土）[できるだけこの期日に集約をお願いします] 

午前中は同会場で遭難防止・安全対策担当者会議が開催されます。担当の方

は御出席をお願いします。（尚、交通費補助は各会一名です。御了承下さい。） 

〈
編
集

後
記
〉 

文

化
の
日
に
高
尾

山
稜

に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
前
日
の
雪

の
為

か
、
だ
い
ぶ
冷

え
込

ん
で
い
て
紅

葉

も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
山
中

で
の
味
噌
汁

が
楽
し
い
季
節

に

な
り
ま
し
た
ね
！ 

今
冬

は
雪

が
多
い
か
な
？ 

１
５

３
号

は
原
稿
締

め
切
り

十
一
月

二
十
七

日
、
印
刷
・
発
送

十
二
月
七

日
で
す
。 

 

（
ア
オ

） 


